
昨年 12月 25日（木）午後 1時 30分から午後 3時 10分まで、地域

包括ケアシステム研修会が会館講堂にて開催され、会員 124名、勤務柔

道整復師ら 4名の、合わせて 128名が参加した。 

筧 芳幸介護部長の司会進行にて、以下の内容で研修会が進められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．地域包括ケアシステムへの参入について      森川伸治会長 

はじめに愛知県が行ないつつあるモデル事業を紹介し、平成 26年 5

月に名古屋市の基幹区である南区（笠寺病院）・昭和区（かわな病院）・

中村区（古山病院）を訪問し、ケアシステムへの参入の働きかけを行なっ

た経緯について説明した。 

参入への取組みは各地域の実状にあわせて進めなければならない

ので、本会執行部だけで県下すべての自治体へ働きかけるのは困難

である。各地域で日頃のお付き合いや人脈を活用して有効な情報収集と

有効なルートを見つけて現状を把握しながら、支部長や地域の代表者が

主体となって働きかけをしてほしいと依頼した。 

Ⅱ．「地域包括ケアシステムにおける柔道整復師の活用について」 

（多職種連携会議用パワーポイントの説明） 長谷川 貴一副会長 

参入の働きかけに際して、どこでも共通のプレゼンができるよう介護

部で作成したパワーポイントの概要を紹介。柔道整復師の業務とは何か

を中心に、システムのなかで柔道整復師はどんな役割を担えるのかなど

を説明した。 

Ⅲ．地域包括ケアシステム参入への取り組みと対応の実際 

  介護部員・機能訓練研修委員会   加藤 博吏・長瀬 理次部員 

この日は折りしもクリスマス当日で、加藤部員はサンタクロースをイ

メージする赤いボレロと金銀のレイを付けて登壇し、和やかな雰囲気で

ケアシステムの業務形態について説明。 

現行の二次予防事業はケアシステムにおいて、通所型サービスA・B・

Cの 3つの形態に移行する可能性が高く、柔道整復師が目指す参入は

サービスC（短期集中予防サービス）の形態が最も近いと思われる。ま

だ、二次予防事業に対応できていない地域ではサービスCへの参入が

進められるようにしていきたいと述べた。 

 

 

長瀬部員は、津島市健康祭りや

二次予防事業実施の現況を示すと

ともに、同市介護推進協議会での

人脈によるネットワーク作りや現

場からの参入への働きかけの事例

を示した。また地域の消防団活動

などどんな人脈でもよいので、会

員それぞれの得意な分野からそれ

を活用してアプローチしてはどう

かと提案した。 

◎日整の地域包括ケアシステム参入の調査結果 

最後に、藤川 和秀副会長が、日整の保険部介護課の状況について説

明し、医師会との連携を大切にしながら、支部長も含めて会員皆さんで

情報収集と参入への折衝を進めてほしいと締めくくった。 

氏 名 生年月日 支 部 出身校 段 位 趣  味 

渡邊達也 S44.7.19 

 

笠寺 中和医療 初段 スポーツ観戦 

加藤正敏 S52.1.23 

 

 

中村 米田柔整 － フットサル 

平井正樹 S50.12.8 一宮 米田柔整 － 釣り 

内藤剛史 S45.10.24 一宮 中部柔整 初段 スノーボード 
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前田氏より感謝状が授与された 

渡邊達也会員 
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